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論 文 内 容 の 要 旨
序 章
本 論文は、『源 氏物語』にお ける 「女物語」に注 目し、そ の表現 と方法 を考察す る ことによっ
て、 『源 氏物語』 の内実 と主題 をよ り明 らか にす る ことを 目的 とした ものである。 『源氏物語』
は、光源氏 を主 人公 とする正篇 四十一帖、薫 を主 人公 とす る続篇十三帖 の二部 に構成 され てい
るが、 この物語が女 の書 き手 による、女 を主 な読み手 とす る作 品で ある ことに重 きを置 いた と
き、 女性登場 人物 を男性 の恋 の相手 として のみ捉 えるので はな く、 む しろそ の女性側 に立つ観
点か ら、男女 の恋物語 に焦点 を合わせ物語 の内実 を把握 しよう とす る立場は、作品全体 の主題
を考 察す る上で有効 な方法 の一 つにな り得 る と思わ れ る。本論文 は、 『源氏物語』 の研 究分野
の中で、どち らか と言 えば主題論 に属 して いると思われ るが、従来 の論で言われてい るよ うな、
構成 に沿 う形 としての変動す る主題で はな く、作 品全体 に一貫す る主題が作品 にどの ように形
象化 されて いるのかを、具体的な 「女物語」 の考察 を通 して検討 してみた。
「女物語」 とは、光源氏 と薫 を始 めとす る男性 との恋愛関係 にある女君 ・女宮たちの物語 を
指すが、女君 ・女宮 という呼称 自体が彼女た ちの身分 を反映 して いる点か らも分かるよ うに、
『源氏物語』 にお ける女性たち の物語は、そ の時代 ・社会性 に規定 された共通的な要素 を備 え
ると共 に、それぞれ置かれた境遇、すなわち存在基盤の相違 によ って、その恋物語 の内実 は相
異な る様相 を呈 して いる。 この物語 にお いて 「女」 「女君」 「女宮」 と語 られている二十四人を
対象 と した とき、女君物語 とは、空蝉 ・六条御息所 ・夕顔 ・紫の上 ・末摘花 ・朧 月夜 の君 ・葵
の上 ・明石 の君 ・雲居雁 ・玉婁 ・中の君 ・大君 ・浮舟 ・花散里 ・髭黒 の北の方 ・六 の君な どの
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六人 の女君 と男性 との恋物 語 を言 い、女宮 物語 とは、桐壷 の更 衣 ・女三 の宮 ・落葉 の宮 ・藤
壺 ・女二の宮な どの五 人の女宮 と男性 との恋物語 を言 う。 ここで言 う女性たち をめ ぐる 「物語」
とは、ま とまりのある独 立的な性格 を持 つ ものではな く、男性 と係わ る形で 『源氏物語』 に登
場す る女性側 に視点 を据 える ことによって捉 え られ る、その女性 にまつわ る物語 を指 す もので
ある。
本 論文 では、 このよ うな 「女物語」 の定義の もと、正篇 にお ける 「女物語」 と、続 篇 におけ
る 「女物語」 とに分 け六人の女性 をめ ぐる物語 につ いて考察 してみた。
第 一部 の正篇 にお ける 「女物語」 に関 しては、 『源 氏物語』正篇 の女主 人公 として光源 氏の
一生の伴侶で ある紫 の上物語 に重点 を置 き、『源 氏物語』正篇の枠 組みや この物語 の真の空間、
藤壺 を媒介 に しつつ変化 して い く二 人の関係の展開や内実、.そして紫の上の妻 としての地位 、
2人 が 晩年 に行 き着 いた ところな どにつ いて考察 した。.そして、光 源氏 が 「雨夜の品定」 に触
発 される と ころか ら展 開す る空蝉物語 を取 り上げ、 「中の品」 の 「女 物語」 固有 の問題、そ の
身分意識が物語 にどのように形象化 されて いるのかな どにつ いて も考 えてみた。 なお、主人公
光源氏 との関係 を描 いた物語ではな く傍系 に属 してはいるが、女の生き難さの問題 に真正面か
ら取 り組 んで いると思われ る落葉 の宮物語 を取 り上げ、女性の身分 と結婚 との関わ り、 自分の
意 に反 して 生きる しかな い女性 の苦悩な どにつ いて も考えてみた。
第二部 の続篇 にお ける 「女物語」では、主人公薫 と係わる形 として登場す る三つの 「女物語」、
大 君物 語 ・中の君物語 ・浮舟物語 につ いて考察 してみた。大君物語 にお いては、 「頼 も し人」
と して の薫 の存在性 によ る二人の恋物語の内実 と共に、正 篇の紫 の上物 語 との関わ りを も考察
し、 『源氏物語』全体 の有機性 について も考 えて みた。 中の君物語で は、 この物 語が大 君物語
と浮舟物語 を繋 ぐ役割 に止 まるのではな く、宇治十帖の最初の段階か ら大君 に次 ぐ 「女物語」
と して想定 されて いる とい うことと共 に、 「幸 ひ人」 とい う他人 の規定 とは裏腹 の、後見 なき
女君物 語の内実 につ いて も考 えてみ た。 そ して、浮 舟物語 にお いては、 「人形」 という表現 に
規定 された浮舟 の存在性 が物語 に具現 されて いく過程 を分 析 しつつ、 『源氏物語』最後 の 「女
物語」 としての意味な どについて も考えてみた。
具体的な研究方法 としては、考察対象 となる六つの 「女物語」 においてキー ワー ドになる と
思われ る心情表現、呼称、歌 ことばな どを始 め とする多様 な表現 を取 り上げ、それ が物語 全体
にお いて どのよ うな意味 を持つのか、 またそれ らの含意や象徴性 によってその 「女物 語」 の主
題が どのように紡 ぎ出され、形象化 されて いるのかな どにつ いて検討 した。作品 におけ る具体
的な表現 を重視す る研究方法は、1.A.Richardsな どの文芸理論 に影響 を受け、1930年 代か ら50
年代 にか けて アメリカを中心 に流行 したCleanthBrooksら の 「NewCriticism」 において主唱 さ
れた もので あるが、 日本 には表現分析 を通 し、その主題が どのよ うに効 果的に形象化 されて い
るのか を考察す る 「分析批評」 という名称で、修正 ・補完 された形 として取 り入れ られている。
本論文で は、 このような既存の研究方法 を参考 にしつっ もその形式性 に とらわれず 、よ り広
くこの物語 の内実や方法 につ いて の考察 を試みた。従って、作品 を分析 する にあたって、表現
の多義性や象徴性だ けではな く、象徴的な場面や風景な どにも注 目し、それ らが物語全体の読
みに どのよ うに係わ って いるのか、 またそれ らの分析 を通 して明 らか にされ る物語の性格、枠
組みな どにつ いて も考 えてみた。なお、それぞれの物語 にお ける表現な どに注 目する一方で、
男性 との関係 にお ける女君 ・女宮 の心 中思惟な どにも焦点 を合わせ、彼女たちの心、彼女たち
の内面 をも掘 り下げてみた。 というのは、女性たちの心中思惟 には、 自己の存在 に対す る認識
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が もっとも強 く表れてお り、 そ こか ら女性 の書き手の、 女性の生き方に対する意識 もまた読み
取る ことができる と思われるか らである。
第 一部 正篇 における 「女物語」
第一章 二条院の池 光源氏 と紫 の上の物語 を映 し出す風 景
光源 氏 と紫 の上の物語 を軸 とす る正篇全体 の内実 を考察 した論 として、本 論文 の 『源 氏物語』
理解 を もっ とも集 約的に提示 した もので ある。紫 の上は正篇 一貫 しての女主人公 である とい う
点 以外 に も、主 人公光源氏 の一 生の伴侶 として この物語 の性格や主題 の形成 に も大 き く係 わっ
て いる女君で あるため、3章 にわた って検討 してみた。第一章で は、正篇 の始 ま りと終わ りの
巻 に青年 と老年 の光源氏が独 り二条院の池 に登場す る物語 の枠組み の中で、光源氏 と紫 の上 の
物語 を読み解 く指標 になると思われ る、二条院 の池 の場面 に焦点 を合わせ、物語が展 開す る局
面局面 にお いてそれが どのよ うに生か され、そ の池 に映 し出され る二 人の物語が どのような も
ので あるのか、そ してそ の舞台が二条院で あることの物語 にお ける意 味な どにつ いて考察 を試
み た。
そ の結果、始 ま りと終わ りの巻 にお いて 同 じ二条院 を主な舞台 とす る物語全体 の枠組み に重
きを置 いて見 るとき、 この物語の主な空間は栄華の極致 を象徴す る六条院ではな く、それ と対
置す る形 としての二条院であ り、二条院の池 に映 し出された光源 氏 と紫の上の物語 とは、光源
氏 と 「思ふや うな らむ人」 紫の上が共 に過 ごした一生涯の果て に、生 きることの空 しさを悟 る
物語であるよ うに思われる。従 って、 六条院 に象徴 される 「栄華」 とは、その空 しさをよ り際
・立て るもの に他な らず
、 この物語 の所 々に語 られている 「道心」 もまた、それ 自体 が この物語
の究極的な到達点 とい うよ りも、 主題化 された人生認 識に 自ず と随伴する ものである と考 え ら
れる。なお、 紫の上物語は、 このよ うな 『源 氏物語』 正篇 の方 向性 の中で、 その主題 を具現 す
る中心的な 「女物語」 として位置 づけ られてお り、光源 氏 と生涯 を共 にし、彼 の最晩年の思念
を掘 り起 こした存在 であった とい う点 こそ、紫 の上 の女主 人公 たる所 以である と思 われる。
第二章 「春秋 のあらそひ」 と六条院の 「春の上」 「岩ねの松」の象徴性 に着 目 して一.
六条 院 にお ける紫 の上の地位が養女 明石 の姫君 の存在 に依 っている こと、 「若菜上」巻以降
の紫 の上の苦悩 が女三 の宮 の降嫁だ けに起 因す るもので はな く、実子 のない彼女 の心細 い境遇
もまたそ の要 因の一 っで ある ことを、紫 の上 の歌 に用 い られ た 「岩ね の松」 という歌 ことば に
着 目し、考察 した もので ある。具体 的 には、秋好 中宮 との 「春秋 のあ らそひ」の中で詠 まれた、
「風 に散 る紅葉 はかろ し春 のいろを岩ね の松 にか けて こそ見 め」 とい う紫 の上 の歌 に用 い られ
た 「岩ね の松」 とい う表現が明石の姫君 を象徴 して いることを手がか りと し、六条院 にお ける
紫 の上 と秋 好 中宮 との 「春秋 の あ らそ ひ」 の経緯 と物語 にお け る意義、 「春秋 のあ らそひ」 の
中で紫 の上が 明石 の姫君 に託 した思いや、姫君が六条院 にお ける紫 の上 の位置 にどのよ うに係
わ っているのか について検 討 した。 また、 「春秋 のあ らそひ」 を経 た後 の六条院 にお ける紫の
上 の地位 の変化 を彼女 の呼称 を通 して考察す る一方、 「藤裏葉」巻 における明石 の姫 君の入内
場面 に見 られ る紫 の上の心 中思惟 に、 「若菜上」巻以 降の彼女 の不安定 な身の上が暗示 されて
いる ことな どをも確認 してみた。
考察 の結果、六条院 にお いて 「春の上」 と呼称 された紫の上の地位は、二度 にわた る 「春秋
のあ らそひ」 を経て秋好中宮 に劣 らない比重 を持 つよ うになるが、その背景には養女明石 の姫
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君の存在が位置 してい ることを確認 した。 しか し、 そのような紫 の上の地位 は、明石 の姫君の
御裳着 のことや入内関係の記事が語 られるよ うになる 「梅枝」巻 か ら揺れ始 めてお り、そ のこ
とは紫 の上 に再び用 いられるよ うになる 「対 の上」 という呼称か らも指摘で きると思われ る。
従 って、 「若菜下」巻 において冷泉帝 の譲位 によ って秋好 中宮の栄華が幕 を下 ろ し、その 中宮
に怯む ことな く対等 に立ち向か う力を紫 の上に与えた明石 の姫君が 「春宮 の女御」 にな った に
も拘 らず、六条院における紫 の上の位置 が不安定 になった のには、女三 の宮 の降嫁 という直接
的な要因以外 にも、紫の上の拠 り所 であった 「岩ね の松」す なわ ち明石 の姫君が実子ではな く、
「つ くりごと」す なわち養女 であった ことによる、 明石 の君側 の隆盛 とそれ に伴 う紫 の上の心
細い境遇 もその要因の一つ として挙げ られよ う。
第三章 「思ふ どちの御物語」 と死霊出現 …光源氏 と紫 の上の物語にお ける一つの転機i
光源氏 と紫 の上の物語 の展 開において、 「若菜下」巻 にお ける光源 氏の女性評 と六 条御 息所 の
死霊 出現 が どのよ うな意味 を持 ってい るのか にっ いて、 「朝顔」巻 にお ける光源氏 の女性評 と
藤壺の死霊出現 と係わ らせ つつ考察 した論 である。
考察の結果、光 源氏の女性評 を含 む 「若菜 下」巻 にお ける二 人の語 り合 いの内実は、紫 の上
の立場か ら見 た とき、六条御息所 の死霊や光源氏が規 定す るよ うな 「思ふ どちの御物語」 「御
仲の睦物語」 とはか け離れてお り、む しろ死霊の発 した 「思ふ どちの御物語」 は、実 際の二人
の関係 の内実 との落差 を浮 き彫 りにす る表現 とも言え よう。 また、 「若菜下」巻 におけ る死霊
の出現 は、女三 の宮 の降嫁 や、明石 の姫 君 の入内 と御 世の交代 による明石一族 の隆盛 な どに
よって深化 され蓄積 されてきた紫の上の苦悩 、男女 の愛 の変 わ りやす さを痛感 した ことによる
生 きることの悲 しみや実子のない身の頼 りなさによって沸騰点 まで達 した紫 の上 の心労が表 出
された象徴的な出来事 として読み取 られる。 そ して、そ の後 に語 られ る二 人の心境 の変化 に注
目した とき、その ことは紫の上に とって一種 の心 の浄化装置 に当たると見 られ、死霊 出現はそ
の直前 まで隔てていた二人の心 を結び直す契機、2人 が真 の和解 を遂げ るた めの一つ の転機 と
して機能 して いる と思われる。 なお、死霊出現の場面の持 つ物語 的な意 味は、光源氏 の人生 と
六条院 の崩壊の側 面か らも解 釈で きよ うが、 物語の始 ま りの ところか ら周到 に語 られ ていた紫
の上 と六条御息所 との密接な関わ りに注 目した とき、光源 氏の これ まで の女性 関係 の総決算 の
場 として も位置づけ られる と考 え られ る。
以上 のよ うな紫 の上物 語 の考察 か ら言 え る ことは、紫 の上 が正篇一貫 して の女主 人公で あ
り、最初の段階 にお いては 「紫のゆか り」 として藤 壺の 「御 かは り」的 な存在 として登場す る
が、晩年 においては藤壼のゆか りである ことは変わ らない ものの藤壺 とは異 なる独 自性 を持つ
存在 とな り、光源 氏の唯一人の一蓮托生の相 手 として位置 づけ られて いる こと、そ して彼女が
物語 の最初か ら最後 まで登場す るところに注 目した とき、 『源氏物語』正篇 の長 編性が窺 える
とい うことで ある。 また、 「若菜 上」巻 以降の紫 の上 の苦悩は、女三 の宮 の降嫁 だけ によるも
のではな く、実子のな い彼女の拠 り所のな い身の上 もまた、一つの要因 となっている とい うこ
とや、光源氏 との一生 を過 ごした後の紫の上の晩年の心境か らこの物語 のテーマが浮 かび上が
るという ことには、注 目すべきで あろう。っ まり、紫の上は一生にわたる光源氏 との関係を通
じて生 きる ことの意味 を考え させ られ るが、その心境 とは女性の生き難 さや 男女 関係 の限界に
止 まるものではな く、生 きることの空 しさや人間の弱さに対する理解 であった と思わ れる。 結
局、このような2人 の関係 の到達点は、一生 を共 にした男女だか らこそ行き着 く地 点であって、
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薫 と宇治 の三姉妹 の関係 を語 る続篇 の男女関係の 内実 とは異な るもので ある。
第 四章 空蝉物語 の表現 と方法 「初音」巻 を起点 と して一
光源 氏 と 「中の品」 の女君 である空蝉 の物語 につ いて考察 した論で ある。 具体 的 には、 「あ
るに もあ らず」 「思 ひあが る」 とい う表現 を手 がか りとし、光源氏 との関係 にお いて表 出 され
る空蝉 の身分意識 の内実や、彼女が 自負心 の持ち主 と して設定 されて いることな どを検討 し、
この二 つの属性 が対立 ・排他的な二者択一 の関係 にあるのではな く、相互不可分の関係 にある
とい うことについて検 討 した。 また、空蝉物語は、光源氏 を拒否す る前半 の物語 と、光源氏 の
庇護下で 生きている後 半の物語 とに分 ける ことがで きると思われ るが、その ことか ら前半 と後
半にお ける空蝉像 は、従来矛盾 した ものと して指摘 されて きた。 しか し本章では、後半の 「初
音」巻 における空蝉像 もまた、前半 の彼女 の造型 と本質的 に変わ る ことな く、 このような後半
の空蝉 のあ り方 こそ、女 の生き難 さの問題 をよ り浮 き彫 りに しているということを、物語 の前
後 の文脈 の分析 を通 して考察 してみ た。
そ の結果、 空蝉物語 とは、父 という後見 をな くし、老受領 の後妻 として 身が定 まった 「中の
品」 の 「思ひあがる」 女君 として設定 されて いる空蝉 が、 自分 の身分 とはか け離れて いる 「上
の品」 の男君光源 氏に逢って改 めて 自分 の 「身のほ ど」 二身分 を再認識 し、 この世 にお ける女
の生き難 さ を痛感す る物語 であると言 えよう。そ して、方 向性 を異にす るとも見 うけ られ る、
「思ひあがる」 あ り方=気 位 を高 く持す る姿勢 と、それ ゆえ自分 自身の境遇 をよ り痛感す るあ
り方 とを共 に備える女 君を登場 させ、女 の生き方 の問題 を一層深 く掘 り下げ よ うとした と ころ
に、 空蝉 物語の方法 の一端 を見 て取 る ことがで きよ う。空蝉 の このような あ り方 は、物語 の後
半において出家後光源 氏の後見 にす がって 生きる しか ない空蝉 の状況 の描写 によって、読 み手
に更 に強烈 に印象づけ られ るよ うに思われ る。 なお、r源 氏物語』 にお いて、男性 との関係下
で 自負心の持ち主であるゆえに 自分 の 「身のほ ど」 をよ り痛感す る とい う 「女物語」 は、 空蝉
物語 の他 に明石 の君物 語がある。
第五章 落葉の宮物語 の表現 と方法 ・ 「思 はぬか た」 になび く女宮一
紫の上の苦悩や光源 氏の晩年 を描 くことによって、 生きる ことの修 さに真正面か ら取 り組 ん
でいる と思われる 「若 菜上」巻 以降 の物語世界 において、彼 と係わる形 として の紫 の上 ・女三
の宮物語 な どの主流の 「女物語」 と並行 して語 られている、女三 の宮 の異腹姉 である女二 の宮
こと落葉の宮 をめ ぐる物語について論 じてみた ものである。落 葉の宮 は、柏木 との結婚 によっ
て物語 に登場するが、 女三の宮へ の恋 慕を心に秘 めたままその代わ りを求 め彼女 と結婚 した柏
木 との結婚生活の内実や、柏木 に死 なれた後、 自分の意思 に反 して夕霧 との関係 が進 め られて
いく経緯な どに注 目した とき、 この物語において落葉 の宮物語 は 「あはれ なる」女 の生き難 さ
の問題 をもっとも集約 し形象化 した物 語 として位 置づけ られる と思われる。 また、落葉 の宮 物
語 には、 『蜻 蛉 日記』 におけ る道綱母 と兼家の関係や道綱 母の生 き方が受容 されて いると思 わ
れ るが、そ こで本章では落葉の宮 と柏木、 落葉 の宮 と夕霧 とい う二つの男女 関係 の本質 を主に
考察 しつ つ も、 『蜻蛉 日記』 との関わ りを 「思はぬか た」 とい う表現 に注 目 し具体 的 に検 討 し
てみた。
落葉の宮物語は、後見な き女の生き難 さとい う主題 を、皇女 であ りなが ら未 亡人である女の
結婚物語 を通 して形象化 した ものであ り、 女の生き難さ、 女の身の もてな し方 の難 しさは、そ
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の身分 によって具体的な様相 においては異なる点 もあるが、そ の本質 にお いては同様 である こ
とを物語 って いるよ うに思われる。
第二部 続篇 における 「女物 語」
続篇 にお いて確認すべきは、続 篇の主人公 は薫 であ り、彼 と大君 ・中の君 ・浮舟 とい う宇治
の三姉妹 との関係 を描 く物語が、 物語の水面下 で相互交錯す る時期 もあ るが、物語の表層 にお
いては順次 に語 られる仕組 み となっている という ことで ある。続篇 におけ る薫の存在 感が正篇
の光源氏 に及ばず 、物語の終盤 においては浮舟物語が薫 との関係 を離れ展開 されかけている と
して も、続篇全体 の主人公は薫 と見なされるべ きであろう。そ こで第二部では、薫の裏面 を暴
き出す存在 としての物語 における匂宮の役割 を否定 して はいないものの、 あくまで も続篇の主
人公は薫で あるとい う観点か ら、 彼 と宇治 の女 君たちが紡 ぎ出す物語の内実 について考察 して
みた。
第六章 「知 らぬ人」か ら 「頼 もし人」 へ ・薫 と大 君の物語 の表現 と方法
薫 と係わ る三つの 「女物語」 の中で大君物語 の持 つ意味や、大君が薫の求愛 を拒否 したので
はな く断念せざる を得なかった ことを彼女の心 中思惟 などの分析 を通 して確認 してみた論であ
る。そ して、大君 にとって薫が どのよ うな存在 であったのか を考察す るた めに、彼女 にとって
薫 の呼称が どのよ うに変化 してい くのか を指標 として検討す る一方、大君物語 と正篇の紫の上
物語 との類似点 を通 して正篇 と続 篇における 「女物語」 の有機性 につ いて も考 えてみた。
考察の結果、大君 にとって薫 とは、死に際において 「頼 も し人」 と意識 され る存在、大君 に一
番近 しい存在であ ることが分かる。従 って、 この 「頼 もし人」 という表現か らは、父 という後
見 をな くし孤立 した大君 を経済的 ・精 神的に支 えて くれた、新 しい後見 として夫 に準ず る関係
にあった薫、 「心違 はでや みに しが な」 と、大君が 自分の全存在 をかけて愛 した、 「長 き心」 を
切望 した男 としての薫 とい う二つの性格を持 つ薫の存在性が浮 かび上が る。 また、正篇 の女主
人公であ る紫の上の.晩年の心境 とは、 この世における愛へ の絶望 と永遠 の愛へ の切望、そ して
人間であ ることの悲 しみである と思われるが、 このよ うな紫 の上 の認識 は大君 に受 け継がれ、
男 との本格 的な恋愛 関係 を結ぶ 前 に既 に男、ひ いて は人間 の心 の不変 さ を信 じる ことがで き
ず、 「長 き心」 を切望 し死んで い く 「女 物語」 として再創造 されてい ると思 われる。 紫の上 の
晩年 にお ける心境 に基づき大君物語 を読めば、後 見のなさ と容貌 の問題 な どの客観的な最初 の
結婚断念 の理 由か ら、 「長 き心」へ の切 望 という永遠 の愛 を追 究するた めに薫 の求愛 を受 け入
れな い大君の心境の変化が理解 できよ う。 そ して、 正篇 の女 主人公で ある紫 の上 の晩年 の世界
が、続篇 の女主 人公で ある大君 の世界 に継承 されて いるということは、正篇 と続篇 にお ける 「女
物語」の有機的な関わ りを示 してい るよ うに思われ る。
紫の上物語 との緊密な関わ りを持 って作 り上げ られた大 君物語 は、 出 自はよい ものの後見 も
な く容色 も衰えた女君が 「人わ らへ」 に曝 され る ことへ の危惧 と、 「長 き心」 への切望 によっ
て 「頼 もし人」 の求愛 を受 け入れ る ことので きな い物語で あると言えよ う。つ ま り、 「昔物語」
にお けるいわ ゆる 「拒む女物 語」 の話型 を踏襲 した ものな どではな く、 『源氏物語』 にお いて
繰 り返 し語 られている後見なき女の生 き難 さ、女の身の もてな し方の難 しさ とい う主題 を、大
君 の具体的な境遇 に即 した求婚物語 を通 して形象化 した ものである と思 われる。
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第七章 「早蕨」巻 の 「姫宮」一 薫 と中の君の物語への転換点一
「姫宮」 という呼称 を手がか りとし続 篇 における中の君物語の位 置や、その展 開過程な どに
つ いて考 えて.みた論 である。 「姫 宮」 とい う呼称 は、 中の君に先立 って姉 の大 君 に用 い られ た
呼称であ るが、大君死後の 「八の宮家の主人格の表象」 である とい うのが従来 の共通認識のよ
うであ る。 しか し、大君の死後 にも中の君の呼称 は、 それ以前 と同 じく 「中の宮」 と二度 も語
られてお り、大君 の死だけが彼女の呼称 に変化 をもた らした とは言い難い。 また、諸注釈 によ
れば、大君 に用 い られた 「姫宮」 の呼称 もまた、 八の宮家 における彼女の主人格 としての位相
を表す表現 とな って いるが、大君 と中の君の呼称 の推 移、特に姉 妹における 「姫 宮」 の用 い ら
れ方 を見 る限 り、薫 とい う男君 との関係 が重要な要 因 として働いてい るよ うに思 われる。
結論的 に言 えば 、 「早蕨」巻 にお いて中の君 に彼 女の最後 の 「～宮」 系の呼称 として 「姫宮」
が語 られた時点、宇治を離 れて京 に渡 る前 日に薫'と対 面 している時、中の君に用 い られた 「姫
宮」の持 つ物 語上の意味は、薫の潜在 的な恋愛相手 として物語 の水面下に潜 んでいた中の君が
物語の表 面 に浮上 した ことを表 してお り、 中の君を軸 とした京 での新 しい物語が 予告 され てい
る と思われる。つ まり、物 語の中心がそれ以 前までの薫 と大 君の物 語か ら、新 しく薫 と中の君
の物語 に完 全に移 動 した時点、 その転換点 ではないか とい うのが本 論の主 旨である。
「宇治十 帖」 において薫 と中の君の物語 は、物語 の導入部 の姉妹対 の登場 か ら分 かる通 り、
最初か ら予定 ・構 想 されてはいたが、物語 の中心 が薫 と大 君の恋 に集 中 している間は物語 の水
面下 に潜在 していた と思 われる。す なわ ち、物語 の導 入部 か ら大 君の死 までの期 間は、薫 と中
の君の物語 に とって 「潜在期」 であ り、大 君の死 を契機 に 「動 き始 めた」 わけである。 とはい
え、 大君の死 か ら中の君に 「姫宮」 が用 い られ る前までの期 間中、 薫に とって中の君は大 君の
「形見」 的な存在、大 君に付属 して いる存在 に過 ぎず、物語 の中心 が完 全に薫 と中の君の物語
に転換 した とは言 えな い状態で あった。つ ま り、 「宇治十帖」 にお いて薫 と大 君の物語か ら薫
と中の君の物語 への完全 な 「転換点」 は、 中の君が薫 の新 しい 「姫宮」 となった時点 であ り、
そ の時点か ら薫 と中の君 の物語 は物語 の中心 に据 え られ 「本格期」 に入るようにな り、 中の君
の出産 と薫 と女二 の宮 との結婚、そ して浮舟 の登場 と入れ替わ る形 として物語 の中心か ら離れ
「終結」 しているのである。 このような 中の君物語 の展 開か ら、 中の君物語が大君物語 と浮舟
物語 との橋渡 しの役割 に止 ま らず、そ の二 つの 「女物語」 と同様 の比重 を持つ物語 として位置
づけ られて いる ことが確認 できた と思われ る。
第八章 「宇治 の御堂」 と薫 と浮舟 の物語 ・ 薫 の 「人形」観 を起点 として一
浮舟 の存在性 を表す 「人形」 という表現 に注 目し、そ の表現が薫 と浮舟 の物語 の展 開にどの
よ うに係わ って いるのか を考察 した論で ある。 「人形」 とは、薫 が 中の君 に浮舟 の ことを初 め
て 聞かされた際、物語 に最初 に語 り出され る表現で あるが、 『源氏物語』 にそ の用 例は九例見
られ る。そ のうち、本来 の意味 の一っで ある、川 に流 され る撫で物 として使われて いる一例 を
除いた八例が、浮舟 の存在性 を表す象徴表現 として用 い られて いる。 また、そ の用例 を分析 し
てみ る と、像 と撫で物 といった二 つの意味 に分 け られ、両方 とも身代わ りの性格 を持 って いる。
っま り、薫 と浮舟g物 語 にお いて浮舟 は、像 と撫で物 といった二つ の意味 を持つ 「人形」的な
存在 として設定 され ているという ことで あ り、 このような浮舟 の存在性 はそ の後 の物語 の展開
にお いてキー ポイ ン トになっていると思われ るので ある。そ こで、浮舟 を像 と して の 「人形」
的な存在 と見 な した薫 の認識 によって二 つの意味 の 「人形」 に暗示 され た浮舟物語が具現 され
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て いくという物語の仕組み を、そのよ うな薫の浮舟観 によって推 し進 め られ る 「宇治 の御堂造
り」 とそれ に伴な う浮舟の宇治行 に焦点 を合わせ分析 した。なお、浮舟 が薫 に大 君の 「人形」
と受 け止め られてい く過程や、浮舟失踪後 の薫の心の推移 を通 し、薫 と浮舟 の物語 の内実 につ
いて も考察 を試みた。
考察 の結果、 「宇治 の御堂造 り」が物語 にお いて、薫が 中の君に浮舟 の存在 を初 めて知 らさ
れてか ら具体 化 されてい くことや、薫 が浮舟 を垣 間見 たのが御堂 の造成状況 を見 に行 った時 で
あった ことに注 目した とき、 「宇治 の御堂」 と浮舟 との密接 な関わ りが指摘で きる と思われ る。
つま り、薫 が 「宇 治の御堂造 り」 を推 し進 める根底 には、彼 の浮舟観、すなわ ち浮舟 を像 とし
ての 「人形」 と見 な して いた薫 の認識が動 因となって いるとも思われ るので ある。そ して、浮
舟 を大君の身代わ りで ある像 と しての 「人形」 としか見な さなか った薫 によ り彼女が宇治 に据
え られる ことによって、撫 で物 として宇治川 に流 され る、浮舟 に課せ られた もう一方 の 「人形」
の側面が具現 され るので ある。浮舟 の入水の試み と出家は、彼女 にとっては大君の 「人形」か
ら脱皮す る過程で あろうが、物語展 開の観点か ら見た とき、二つ の意味 の 「人形」 に示 された
薫 による浮舟の存在規定が、物語 に全て具現 された ことにな る。 また、浮舟の再会拒否 を他の
男 の存在 によるもので あると邪推す る薫の 当惑ぶ りで幕 を閉じる物語の結末は、浮舟 を人格 を
持つ 生身の女ではな く、大君の 身代わ りとして の 「人形」的な存在 としか見よ うとしなか った
薫の姿勢が最後 まで一貫 してい ることを意味 しているのであ り、薫 との ことを 「夢」 と総括 し
て前 に進 もうとす る女 との落差 を浮き彫 りにしている。 このよ うな薫 と浮舟のあ り方か ら、 男
は依然 として迷い、女は迷妄 か ら醒める この物語の続 きが推知できよ う。
一向 に接点 を見出す ことができず 平行す る男女の思惑、 その関係性 を提 示 したまま幕 を閉 じ
るこの物語の結末か ら、光源 氏、薫 といった男たちの物 語 を枠 としつつ、 男 との関係の中で苦
悩 し自分を見 つめる女 たちの物語 に力を入 れた、女 の書 き手の執筆意 図の一端が窺 えよ う。
終 章
正篇 ・続篇 における これ ら六つの 「女物語」 は、女 の生き難 さや女 の身のもてな し方 の難 し
さ とい う主題 を追究 している 『源氏物語』 全般 の 「女物語」 の一環 として、それぞれ の身分や
境 遇 によって具体 的な様相 は異 なる ものの、そ の本質 にお いては 同様 の物語 であ る と思 われ
る。 つま り、親 王の娘、受領 の後妻、皇女、没落 した親王 の娘た ちめように女性た ちのそれぞ
れ の身分 ・階層 は異なるが、 これ らの物語 か らは、彼女 たちの人物造型や相手 の男性 との関係
性 を始 めとす る、 い くつか の共通性 を見 出す ことがで きる。
その共通性 とは、女性た ちが はかばか しき後見 のな い心細 い境遇 にあ り、相手 の男性 の後見
な しには生 きて いけな い条件 にあるということで ある。つ ま り、 これ らの女性 と男性 との関係
は、後見 され後見す る関係 にあ り、そ のような不遇 の身 の上で あるゆ えに、女性た ちは男性 と
の関係 にお いて常 に 「身」 の意 識 に苛 まれ、男性 との関係 にお ける 自分 自身の位 置や、 「人わ
らへ」 にな ることを畏れて いるので ある。 このよ うな外聞意識は、女性たちの 自意識や 自負心
を基盤 と して深 まるもので あろうが、それぞれ の身分 によってその程度は異な って いるように
思われ る。つ ま り、皇女で ある落葉 の宮や親王 の正妻の娘で ある大君 ・中の君、そ して紫の上
の場合は、高 い身分ゆえ に世間体 をよ り気 にしτ い るよ うであ るが、 中の品である空蝉や親王
の娘 で あ りなが らも父親か ら認知 されて いない浮舟 の場合 は、外側 の外 聞 も気 にはす る もの
の、 自分の 「身」 に対する意識がよ り強 く表れて いるよ うに思われる。言 い替えれば、身分の
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高 い女性が 自分 の 「身」 の拙さ を思わないわけではないが、その程 度を見る限 り、 身分の高い
方は外 聞をよ り気 にし、身分の低い方は外 よ り内 にその意 識が一層強 く向かっている とい うこ
とで ある。 しか し、彼女たちは、 自分の身の上の拙 さを 「宿 世」 によるものである とは認 めつ
つ も、男性 との予期 していなかった関係 に受 け身的に身を委ね よ うとは しない。 このように、
自分の境遇の中で最善の身のもてな し方 を模索 しよ うとす る彼女 たちの生に対す る姿勢 には、
注 目すべきであろ う。 なお、 このような自意識 のために、女性た ちは男性 との関係 にお いて生
じる心のず れや、 その関係 の本質 をよ り敏感 に感 じ取 って いると思われ る。
次 に、紫 の上 ・空蝉 ・落葉 の宮 ・大君 ・中の君 ・浮舟 をめ ぐる六つの物語全体 に共通す るこ
とではないが、 いわゆる 「拒む女物語」 と、女性た ちの容貌 の問題 という二点 について考えて
みた。
本論文 にお いて考察 した 「女物語」の 中で、 いわゆ る 「拒む女物語」 として先行研 究 におい
て取 り上げ られて いるのは、空蝉物語 ・落葉の宮物語 ・大君物語である。従来 「拒 む女物語」
に関 しては、古代か らの 「結婚拒否課」 の類型 を受け継ぎ形象化 した もの、盲 目的な男性不信
や結婚拒否 の観念 という立場か らの指摘 が多 くなされてきた。 しか し、具体 的な考察 か ら指摘
でき ることは、 これ らの 「女物語」 は、女 性一人一人の存在基盤、そ れぞれ の境遇 に重点 を置
き、女性が男性め求愛や求婚 を拒むか断念 する しかない必 然性 を描 いた もので あるとい うこと
であ る。要す るに、 「拒 む女物語」 とは、古代か らのパ ター ンを受け継いだ ものな どではな く、
その時代の社会性 とその女性 たちの存在基盤 に基 づき形 象化 され た ものであ り、 また女性 たち
の拒む行 為は、 男性不信 な どではな く、そ の時代 の道徳律・に支配 され てはいるものの、 自分な
りの 人間 と しての最善 の生 き方 の発現 で あった と思 われ る。従 って、空蝉物 語 ・落葉 の宮物
語 ・大 君物語 といったいわ ゆる 「拒む女物語」 は、 自分 の生き方 を貫 き通すため に男性 の愛情
を受 け入れ よう としなか った、孤絶 の立場 にある女性た ちの生 き難 さや身 のもてな し方 の難 し
さを形象化す るために構想 された物語であ ると思われ る。
なお、女性 の容貌 の問題で あるが、紫の上 ・中の君 ・浮舟 を除 き、 いわゆる 「拒む女」 とし
て設定 されて いる空蝉 ・落葉 の宮 ・大君は決 して美貌の持 ち主 として設定 されていな い。彼女
た ちの痩せた手つ き、体つ きが意味す るのは、若 くない年齢や 肉体的な魅力の欠如 と共 に、彼
女た ちの精神性へ の指向 をも示 してい ると思われ る。そ してそれ に応 じて男性 たち も、容貌よ
り内面 を優 先す る人物 として設定 されて いる。 『源氏物語』以前 の物語 に比べ、 この物語 にお
いて このよ うな傾 向がよ り顕著で ある とい うことは、 「昔物語」 とは異な る 『源氏物語』 の内
実 を窺わせ る点で、注 目すべきであろ う。
以上 のよ うな考察か ら、 『源 氏物語』は 「昔物語」 とは一線 を画 し、好色物語 ・栄華物語 と
い う性 格 を遥 か に超 え、生き る ことの 問題 に真正面 か ら取 り組 んでい る物語 で ある と思われ
る。そ して、 このよ うな 『源氏物 語』 の真 の主題 は、女性 を主 な読 み手 とし女性 の書 き手 に
よ って著 された物語の性格 か ら、女性 たち をめ ぐる物 語の中によ り濃厚 に込 め られ ているので
あ り、 また 「源氏 の物 語」 「薫 の物語」 という男 たちの物語 と係 わ る形で物語 に位 置 して はい
る ものの、そ の 「女物 語」 に注 目した とき、 『源 氏物語』の内実 は一層鮮明 に浮 かび上が って
くる と思われる。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本 論 文 は 、光 源 氏 ・薫 を主 人 公 とす る 「源 氏 物 語 』 の枠 の 中で 語 られ る 女 の物 語 の 内 実 とそ ・
の物 語 を貫 流 して い る主 題 が ど の よ うな もの で あ るの か、 そ れ が どの よ う に形 象 化 され て い る
か と い う こ と を、 主 と して そ の 人 物 を特 徴 づ け る表 現 に 注 目 し、 そ の 意 味 を考 察 す る こ とに
よ って 、 明 らか に しよ う と した も ので あ る。
全 体 は 、 序 章 ・第 一 部 ・第 二 部 ・終 章 及 び 付 論 か ら成 り、 序 章 は、 「第 一 節 『源 氏 物 語 』
の構 造 と 「女物 語 」」、 「第 二 節 「女 物 語」 の 定 義 」、 「第 三 節 「昔 物 語 」 と 「女 物 語 」」、 「第
四 節 本研 究 の対 象 と方 法 」、 「第 一 部 正 篇 に お け る 「女 物 語」」 は 、 「第 一章 二 条 院 の池 一
一 光 源 氏 と紫 の上 の物 語 を映 し出 す 風 景一 」、 「第 二 章 「春 秋 の あ らそ ひ 」 と六 条 院 の 「春
の 上」 「岩 ね の松 」 の 象徴 性 に着 目 して 」、 「第 三 章 「思 ふ どち の 御 物 語」 と死霊 出
現 光 源 氏 と紫 の上 の物 語 にお け る一 つ の 転 機 一・」、 「第 四 章 空 蝉 物 語 の表 現 と方 法 一
「初 音 」 巻 を起 点 と して.・ 」、 「第 五 章 落 葉 の宮 物 語 の 表 現 と方 法 「思 は ぬ か た 」 に な
び く女 宮 一 」、 「第 二 部 続 篇 に お け る 「女 物 語 」」 は、 「第 六 章 「知 らぬ 人 」 か ら 「頼 も し
人」 へ一 薫 と大 君 の 物 語 の 表 現 と方 法一 」、 「第 七 章 「早 蕨 」 巻 の 「姫 宮 」.一 薫 と中 の
君 の物 語 へ の転 換 点 」、 「第 八 章 「宇 治 の御 堂 」 と薫 と浮 舟 の 物 語一 薫 の 「人 形」 観 を
起 点 として 」、 「付 論 『蜻 蛉 日記』 の研 究 」 は 「第 一 章 『蜻 蛉 日記』 の構 造 と意 識
「つ れ な し」 「な ほ も あ ら じ」 を指 標 と して・ 」、 「第 二 章 『蜻 蛉 日記 』 「柏 木 の 森 の した
草」 考 一 道 綱 母 の 自己 認 識一 一」 か ら成 る 。 な お 付論 は 論 者 の方 法 の 出発 点 と して の意 味 を
持 つ 。
序 章 で は、 御 法 巻 ・幻 巻 にお け る光 源 氏 と蜻 蛉巻 にお け る薫 の述 懐 ・心 中思 惟 に共 通 して 滲
み 出て い る 「悲 し く常 な き世 」 「はか な く憂 き世 」 と い う認 識 こそ が 、 作 者 が 物 語 全体 を通 し
て 伝 え よ う とした テ ー マ で あ る に して も、 そ の よ うな認 識 に至 っ た契 機 と な った 恋 の相 手 で あ
る女 性 たち の生 き方 に また 、 そ の よ うな 認識 が鮮 明 に形 象 化 され て い る こ とに注 目 し、 そ の女
性 に 焦 点 を 合 わ せ る こ とで 、 光 源 氏 た ち を枠 とす る物 語 の 中 で 語 られ る 女 の物 語 「女 物
語 」の主 題 が 存 在 す る こ と、また そ の 主 題 の 内実 が み え て くる で あ ろ う ことが 述 べ られ る。『源
氏 物 語 』 の枠 組 み と主 題 との 関 係 につ い て考 え る 上 で の貴 重 な提 言 とい うべ きで あ ろ う。
つ いで 、 『源 氏 物 語』 にお け る 「女 物 語 」 を通 して 作 者 が 語 ろ う と した もの、 「女 物 語 」 に表
象 され た もの につ いて 、 従 来 の見 解 をふ ま え な が ら、 『源 氏 物 語』 に お け る女 性 登 場 人 物 の発
言 ・心 中思 惟 の 多 くの 例 が 詳細 に検 討 され、 「女 の 生 き難 さ」 「女 の 身 の もて な し方 の難 し さ」
を形 象 化 して い る 「女 物 語」 の 主 題 につ い て の見 通 しが 示 さ れ る。 以 下 の考 察 のた め の補 助 線
として 有 効 な 作 業 で あ る。
「第 一 部 正 篇 に お け る 「女 物 語 」」 で は、 まず 正 篇 にお い て 「女 の 生 き難 さ」 を繰 り返 し
突 き付 け られ る紫 の上 の 問題 が検 討 され る。 「第 一 章 二 条 院 の 池 光 源 氏 と紫 の 上 の 物 語
を映 し出す 風 景一 」 は 、光 源 氏 一 人 の 生 を 映 す もの で あ る か の よ う にみ え る二 条 院 の池 につ
いて 、そ の 風 景 が 、紫 の上 の妻 と して の地 位 の脆 弱 さや 苦 悩 を も映 し、『源 氏 物 語 』正 篇 が 「思
ふ や うな らむ 人」 紫 の 上 と と もに光 源 氏 が 生 き る こ との空 しさ を表 象 す る 「池 の 蓮 」 に向 か っ
て 行 く物 語 で あ る こ と を示 す 、 象徴 的 な 風 景 で あ り、 紫 の 上 物 語 が 、 『源 氏 物 語 』 正篇 の 方 向
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性 の中でその主題 を具現す る中心 的な物語で ある とことを示 す ものである と説 く。『源 氏物語』
において二条院の池 とい う風 景が、計算 され た方法 として、正篇 における紫の上の存在 の意 味、
そ の物 語の主題 あるいは基調 を示 して いる ことを明 らかに した研究 として、 高 く評価 され るべ
き ものであろ う。 また 「第二章 「春秋 のあ らそひ」 と六条 院の 「春 の上」一 「岩ね の松」
の象徴 性に着 目して 」 では、藤裏葉巻 にお ける紫 の上 の歌 中の 「岩ね の松」 とい'う歌 こと
ば に着 目して、それ が六条 院にお ける紫 の上 の上 の位置、心 中思惟 にもみ える若菜上巻以降 の
不安 定な 身の上を も暗示す るものである こ とを確 認す る。 「第三章 「思ふ どちの御物語」 と
死霊 出現一 光源氏 と紫 の上 の物語 にお ける一つ の転機 一.」 にお ける考察 も加 え、論者 は、
紫 の上 が光源氏 との関係 を通 じて、女性 の生 き難 さに とどま らな い、生 きる ことの空 しさや 人
間 の弱 さに対す る理解 に到達す ることを紫 の上物語か ら読み とる。女 の生 き難 さにとどまる こ
とが多 い紫 の上論 の中で、論者は、は るか にさきをみて いると言 うべ きで あろう。
「第 四章 空蝉物語 の表現 と方法一 「初音」巻 を起点 として ・」、 「第五章 落葉 の宮物
語の表現 と方法一 「思はぬかた」 になび く女宮」 では、 「思 ひあが る」 という表現 に注 目し、
光源 氏 とかかわ ることで、身のほ どを再認識 し、女の生き難 さを痛感する空蝉のあ り方 を語 る
空蝉物語、 「思 はぬかた」 という歌語 の表現価値 をさ ぐ りなが ら、後見 なき女の生 き難 さをと
い う主題 を形象化 した落葉の宮物語 を検 討 し、身分 を超 えた女の生 き難 さの問題が追求 されて
いることが確認 され る。
「第二部 続篇 にお ける 「女物語」」 「第六章 「知 らぬ人」か ら 「頼 もし人」へ 薫 と大
君の物語の表現 と方法一 」、 「第七章 「早蕨」巻の 「姫宮」・ 薫 と中の君の物語 への転換
点 一 」は、薫 と関わ る宇治の姉妹 大君 と中の君 について大君の物語では、薫 を さす二つ
の呼び方 に着 目し、 『源氏物語』 に繰 り返 し語 られ る後見 な き女 の生 き難 さ、 女の身 の もてな
し方 の難 しさ とい う主題 を大君への薫 の求婚 物語 を通 して 形象化 している ことを確認 し、中の
君物語で は、 「姫宮」 とい う呼称の検討 を通 して、 中の君物語 が従 来言われ ているよ うな大 君
物語 か ら浮舟物語 への橋渡 しの役割 に とどまる ものではな く、そ の二 つの 「女物語」 と同等 の
比重 をもつ物語 であ ることを明 らかにす る。 「幸 い人」 として位 置付 け られ る ことの多 い中の
君が かかえた問題 が 『源氏物語』 の 「女物語」 を貫流す る主題 を追求す る もので ある とす:る論
者 の見解は したが うべ きもの と思われ る。 「第八章 「宇 治の御堂」 と薫 と浮舟の物語一 薫
の 「人形」観 を起点 として一 」 では、 「人形」 とい うことば の二 つ の意 味か ら、 依然 と して
迷 う薫、迷妄か ら醒 める浮舟 のあ りようが示 されて いる ことが 明 らか にされ、男 との関係 の中
で苦悩 しなが らも自分 をみつめる女 たちの物語 としての 『源氏物語』 の意義 が説かれ る。女 の
生 き難 さ、身の もて な し方のむずか しさを語 ったは て に何が あるのか、 『源氏物 語』 にお ける
最後 の 「女物語」が語 る もの を解 き明か し、論者が示 した展望 は、 『源 氏物語』 が 「女物語」
で あった とい うことを証す るもの として鮮烈 である。
論者 の方法上 の出発点 となった 「付論r蜻 蛉 日記』 の研 究」 は、 「第一 章 『蜻蛉 日記』
の構 造 と意識 「つ れな し」 「なほ もあ らじ」 を指標 と して一 」、 「第 二章 『蜻蛉 日記』
「柏木 の森 の した草」考 道綱母 の 自己認識一 」 につ いて は内容 の紹介 は省略す るが、 い
ずれ も、作 品 中の表現、歌 ことば か ら自己認識 を うかが う方 法 を確立 し、 『源氏物 語』 の研 究
に貢献 したもの として、評価 してお きた い。
以 上述べて きたよ うに、論者は、 『源氏物語』 にお ける主要 な女性登場 人物 を、 正篇 ・続篇
それぞれ の枠 とな る光源氏 ・薫等 の男性登場 人物 の恋の相手 としてのみ捉 えず、女性側 に焦点
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を合わせて物語 を 「女物語」 として再構成 し、 そ こでキー ワー ドとな る歌 ことば、心情表現 の
ことば、人物呼称 、特定の風 景等の多様 な表現 が、光源氏 と薫 を枠 とす る物語 の内実 とそ の主
題 を語 るための方法 として効果 的 に用い られ ている ことを明 らか に して いる。正篇 にお ける紫
の上 ・空蝉 ・落葉の宮、続篇 における大君 ・中の君 ・浮舟 の物語が、それぞれ計算 されて選び
と られた特徴的な表現 によってそれぞれの生のあ りよ うを示 しなが ら一貫 して女 の生 き難 さを
語 って いることを実証的 に解 明 した本論文は、r源 氏物語』研 究 に、多 くの新 しい知見 を加 え、
そ の進展 に寄与する ところ少な くない成果 をあげた もの として高 く評価 され る。
よって、本論文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授 与されるに十分 な資格 を有す るもの と認
め られ る。
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